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どてかぼちゃカーニバル・ハロウィンかぼちゃ（東温市）
両
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と
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育
児
休
業
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す
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方
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出
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等
直
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を
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ミ
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開
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を
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新
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金
制
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基
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考
え
方
に 

つ
い
て（
中
間
ま
と
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要
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被
扶
養
者
の
資
格
調
査
を
終
え
て
│
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│
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便
利
で
お
得
な
普
通
貸
付
・ 

物
資
供
給
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の 

『
年
末
残
高
等
証
明
書
』の
発
行
に
つ
い
て
 │
│
│
│
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上
半
期（
９
月
末
）決
算
に
よ
り
利
息
が 

元
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
│
│
│
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え
ひ
め
フ
ァ
ミ
リ
ー
健
康
相
談
・ 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
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セ
リ
ン
グ
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鳥
取
県
市
町
村
職
員
共
済
組
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泊
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の
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え
ひ
め
共
済
会
館
の
ホ
ー
ム
ペ
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ジ
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泊
の
予
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が
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き
ま
す
。
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直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
、
出
産
に
要
し

た
費
用
が
42
万
円
未
満
の
方
は
、
出
産
費
と

の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

医
療
機
関
等
が
発
行
す
る
出
産
費
用
の
領

収
・
明
細
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
共
済
組

合
に
必
ず
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

な
お
、
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
方
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

育
児
休
業
手
当
金
の

支
給
対
象
期
間
が

延
長
さ
れ
ま
す
！

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

出
産
費
等

直
接
支
払
制
度
を

ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

手当金支給期間産後休暇 手当金不支給期間

産後休暇 育児休業 育児休業

出生 1歳 1歳2か月

母

育児休業例①父

育児休業例②父

育児休業例③父

育児休業

育児休業

育児休業

改正による育児休業手当金支給事例

公
報
石
鎚
７
月
号（
13
ペ
ー
ジ
）で
お
知
ら

せ
し
た
育
児
休
業
手
当
金
の
改
正（
両
親
と

も
育
児
休
業
を
す
る
場
合
の
特
例
）に
よ
り
、

育
児
休
業
に
係
る
子
が
１
歳
に
達
し
た
日
後

も
育
児
休
業
手
当
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、「
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類（
住
民
票
の
写
し
等
）」、「
配
偶

者
が
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
の
１
歳
に
達

す
る
日
以
前
の
い
ず
れ
か
の
日
に
お
い
て
育

児
休
業
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類（
育
児
休
業
取
扱
通
知
書
等
）」を
育
児
休

業
手
当
金
請
求
書
に
添
付
し
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

育
児
休
業
を
取
得
す
る
方
へ

両
親
と
も
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●
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接
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利
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金
支
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頼
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家
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●
直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
か
っ
た
方

　
　

「 

出
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請
求
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家
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費　
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添
付
書
類   　
　
　

 　
　
　

 　
　
　

 

①
直
接
支
払
制
度
に
係
る
合
意
文
書
の
写
し

　

②
出
産
費
用
の
領
収
・
明
細
書
の
写
し

※ 

産
科
医
療
補
償
制
度
対
象
分
娩
で
は
な
い

場
合
、
42
万
円
は
39
万
円
が
出
産
費
に
な

り
ま
す
。

昨
年
、
共
済
組
合
で
は
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
の
家
計
へ
の
負
担
を
軽
く
し
、
窓
口
で
の

自
己
負
担
を
節
約
で
き
る
よ
う
に「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」付
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
医
師
や
薬
剤
師

と
ご
相
談
い
た
だ
き
、
上
手
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔このページについての問い合わせ先〕　共済組合保健課医療係　 ☎089（945）6313



　

「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」・「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

有
効
期
限（
券
に
記
載
）が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
上
、お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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■■
特
定
健
康
診
査（
以
下「
特
定
健
診
」）と
は

　

40
歳
〜
74
歳
の
組
合
員
及
び
被
扶
養
者
を

対
象
に「
内
臓
脂
肪
症
候
群（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）」に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

本
年
度
も
自
己
負
担
な
し（
無
料
）で
受
診
で

き
ま
す
。

●
被
扶
養
者
…
対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月

初
旬
に「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」（
以
下「
受

診
券
」）を
所
属
所
経
由
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
券
送
付
時
の
文
書
及
び
受
診
券
の
注

意
事
項
を
ご
確
認
の
上
、
受
診
券
と
組
合
員

証
を
必
ず
お
持
ち
に
な
り
、
契
約
実
施
機
関

（
受
診
券
配
布
時
に
実
施
機
関
一
覧
表
を
同

封
）で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
約

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

実
施
機
関
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
利
用
者
は
ド
ッ
ク
受
診
を

も
っ
て
特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
と
し
ま

す
の
で
、
受
診
券
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
組
合
員
…
職
場
の
定
期
健
康
診
査
又
は
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
も
っ
て
特
定
健
診
を
受

診
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

●
任
意
継
続
組
合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者
…

対
象
と
な
る
方
に
は
ご
自
宅
へ「
受
診
券
」を

送
付
し
て
い
ま
す
。

ミ
ド
ル
エ
イ
ジ（
40
歳
以
上
55
歳
未
満
）の

組
合
員
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
７
月
９
日
に
、
ま
た
、
退
職
予
定
者

（
55
歳
以
上
の
組
合
員
）を
対
象
と
し
た
同
セ

ミ
ナ
ー
を
８
月
９
・
10
・
11
日
に
、
え
ひ
め

共
済
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
、
32
名
及
び
１
９
２
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実

し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

（
人
生
設
計
）を
作
成
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る「
生
き
が
い
」、「
健

康
づ
く
り
」、「
家
庭
経
済
」や
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
講
師

に
よ
る
講
演
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

平
成
22
年
度

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
ミ
ド
ル
エ
イ
ジ･

退
職
予
定
者
）
開
催
！

（
財
）
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会
と
共
同
開
催

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消
し
ま
し
ょ
う
！

講　　師
（財）地方公務員等ライフプラン協会
〔退職予定者〕
企画課長

鎌
かま

 田
た

　重
しげ

 道
みち

 氏

〔ミドルエイジ〕
業務部参事

岡
おか

 山
やま

　三
みつ

 治
はる

 氏

日　    程　    表
時    間 内　　　容

10:00 ～ 10:10 開会あいさつ
10:10 ～ 10:15 オリエンテーション
10:15 ～ 10:45 [DVD上映]

10:45 ～ 12:00 ｢ライフプランとは・あなたのライフプラン｣
（財）地方公務員等ライフプラン協会　業務部
業務部参事　岡山 三治 氏 ・・・・・・・・・・・・・（ミドルエイジ）
企画課長　　鎌田 重道 氏 ・・・・・・・・・・・・・（退職予定者）13:00 ～ 14:00

14:10 ～ 15:10
｢人生90年時代の経済設計｣
野村證券株式会社 投資情報部
次長 兼 証券学習開発課長　須長 忠男 氏　

15:15 ～ 15:30
｢働く人のボランティアについて｣ ・・・・・（ミドルエイジ）
｢人生いきいきボランティア講座｣ ・・・・・（退職予定者)
愛媛県 県民環境部 管理局 県民活動推進課
ＮＰＯ・ボランティア係

15:30 ～ 16:00 ｢地方公務員共済組合制度について｣ ・・・（ミドルエイジ）
｢退職後の共済制度について｣ ・・・・・・・・・・（退職予定者）

16:00 ～ 16:30 互助会事業について

■■
特
定
保
健
指
導
と
は

　

特
定
健
診
の
結
果
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
階

層
化
を
行
い
、「
積
極
的
支
援
」、「
動
機
付

け
支
援
」と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
面
接
・

通
信
に
よ
り
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。
本
年
度
も
自
己
負
担
な

し（
無
料
）で
利
用
で
き
ま
す
。

① 

積
極
的
支
援
と
判
定
さ
れ
た
組
合
員
…
発

生
リ
ス
ク
・
予
防
効
果
に
応
じ
て
対
象
者

を
選
定
し
、
組
合
の
保
健
師
が
支
援
を
行

い
ま
す
。

② 

特
定
保
健
指
導
契
約
締
結
機
関
で
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
当
日
に
、
動
機
付
け

支
援
と
判
定
さ
れ
た
方
…
受
診
し
た
当
日

に
動
機
付
け
支
援
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③  

①
、
②
以
外
の
対
象
の
方
…
「
特
定
保

健
指
導
利
用
券
」を
配
布
し
ま
す
の
で
、

契
約
実
施
機
関
で
特
定
保
健
指
導
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

共
済
組
合
保
健
課
厚
生
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
８
９-

９
４
５-

６
３
１
８
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平
成
22
年
8
月
20
日
え
ひ
め
共
済
会
館
に
お
い
て
、
所
属
所
の
職
員
健
康
管
理
体
制
の
充
実
を
支
援

し
、
健
康
管
理
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
、
各
所
属
所
の
労
働
安
全
衛
生
業
務
担
当
者
及

び
人
事
厚
生
担
当
者
等
を
対
象
と
し
た
労
働
安
全
衛
生
業
務
担
当
者
研
修
会
を
開
催
し
、
40
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
職
員
よ
り
短
期
給
付
の
現
況
及
び
保
健
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
引
き
続
き
、「
抗
加

齢（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）の
秘
訣
│
病
気
予
防
の
鍵
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
│
」と
題
し
て
、
愛
媛
大

学
大
学
院
加
齢
制
御
内
科
学（
老
年
内
科
・
神
経
内
科
）講
師
兼
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
抗
加
齢
セ

ン
タ
ー
主
任 

伊
賀
瀬
道
也
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
出
席
者
の
方
と
の
意
見
交
換
で
は
、
今
後
の
保
健
事
業
の
見
直
し
に
向
け
た
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ（
医
学
）と
は
、
加
齢

と
い
う
生
物
学
的
プ
ロ
セ
ス
に
介
入
を
行

い
、
加
齢
に
伴
う
動
脈
硬
化
や
が
ん
の
よ
う

な
加
齢
関
連
疾
患
の
発
症
確
率
を
下
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
す「
病
気
を

予
防
す
る
」医
学
で
す
。

「
ヒ
ト
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
」と
言
わ

れ
て
お
り
、
若
さ
を
保
つ
た
め
に
は
、
血
管

を
老
化（
動
脈
硬
化
）さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
生
活（
食
事
・
運
動
）に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

1
低
食
塩
…
食
塩
は
動
脈
硬
化
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
1
日
の
摂
取
量
は
、
男
性
9
g
、

女
性
7.
5
g
未
満
を
目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
低
脂
質
…
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

に
は
和
食
が
よ
く
、
特
に
大
豆
製
品
、
魚
介

類
を
多
く
と
る
と
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合

成
が
減
り
ま
す
。

3
低
熱
量
…
腹
八
分
目
の
食
事
量
で
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
規
則
正
し
い
時
間
に

ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

4
抗
酸
化
…
抗
酸
化
栄
養
素
で
あ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ａ（
緑
黄
色
野
菜
な
ど
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ（
柑

橘
類
、緑
黄
色
野
菜
な
ど
）、ビ
タ
ミ
ン
Ｅ（
胚

芽
米
、
大
豆
な
ど
）な
ど
を
食
事
で
効
率
よ

く
適
度
に
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
女
性
の
脳
卒
中
が
減
る

と
の
研
究
結
果
が
出
て
お
り
、
た
く
さ
ん
歩

く
ヒ
ト
ほ
ど
血
管
が
柔
ら
か
い
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
運
動
に
は
、
が
ん
の
予

防
効
果
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
及
び
被
扶
養
者
を
対
象
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た

と
き
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
に
な
り

ま
す
が
、
補
助
は
1
事
業
年
度
に
1
人

1
回
で
す
の
で
、
季
節
性
又
は
新
型
の

い
ず
れ
か
で
1
回
の
み
の
補
助
と
な
り

ま
す
。（
※
公
費
の
適
用
が
あ
る
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

◆
補
助
金
額

　

1
0
0
0
円（
１
事
業
年
度
１
人
１
回
）

◆
請
求
方
法

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

金
請
求
書
」に
医
療
機
関
が
発
行
し
た

「
領
収
書（
写
）」（
予
防
接
種
名
・
被
接

種
者
名
・
接
種
日
・
金
額
・
発
行
者
名

が
明
記
さ
れ
た
も
の
※
金
額
記
載
の
み

の
レ
シ
ー
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。）を

添
付
し
て
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課

（
係
）を
経
由
し
て
共
済
組
合
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な
食
事
の
ス
ス
メ

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な
運
動
の
ス
ス
メ

労働安全衛生
業 務 担当 者
研 修 会 開 催

平成22年度

「
抗
加
齢（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）の
秘
訣
」

│
病
気
予
防
の
鍵
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
│

要 講
旨 演

▲ 愛媛大学大学院加齢制御内科学
（老年内科・神経内科）講師 
愛媛大学医学部附属病院抗加齢
センター主任 

伊
い が せ

賀瀬 道
みちや

也 氏

組
合
員
及

イ
ン
フ
ル
エ

と
き
の
費
用

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助

ンンンンンンンンンンンンンンンン
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
エエエエエエエエエエエエエエエ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ

防
接
種
補
助

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防
予予予予イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
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平成22年6月29日、政府の「新年金制度に関する検討会（議長：菅直人首相）」から年金一元化など
新年金制度に関する7項目の基本原則を盛り込んだ「新たな年金制度の基本的考え方について（中間
まとめ）～安心・納得の年金をめざして～」が公表されましたので、その概要を掲載いたします。

新たな年金制度の基本的
考え方について（中間まとめ）概要

▶新年金制度の基本原則

▶新たな年金制度創設の必要性

▶我が国社会経済の変化と見通し

● 人口1億400万人で増加中
● 平均寿命は男69歳・女75歳
● 65歳以上のお年寄りは人口の7％
● 8.5人の現役世代に高齢者1人
●  出生数は年190万人、15歳未満の
子どもは人口の24％

●  ３世代世帯は16％、一人暮らしの
単身世帯は20％

● 専業主婦世帯のほうが多数
● 初婚年齢は男27歳・女24歳
● 生涯未婚者は男2％・女3％
● 離婚件数は9万6千件

● 労働力人口は5150万人で増加中
●  第１次産業従事者が４割弱、自営業
主が３割弱

●  家業を継いで自営業者を営む、一つ
の会社で働き続けるといった「標準
的なライフコース」が想定でき、「人
生の予測」がしやすい

● 人口は1億2700万人でピーク
● 平均寿命は男79歳・女86歳
● 65歳以上のお年寄りは22％
● 3人の現役世代に高齢者1人
●  少子化が進行し、出生数は年107万
人、15歳未満の子どもは13％

●  ３世代世帯は7％、一人暮らしの単
身世帯は30％

● 共働き世帯のほうが多数
● 初婚年齢は男30歳・女29歳
● 生涯未婚者は男16％・女7％
● 離婚件数は25万3千件

● 労働力人口は6800万人でピーク
●  第１次産業従事者は５％未満、自営
業主は１割まで減少

● 若年者の非正規雇用が増大
● 転職が増加

●  「標準的なライフコース」がたどりに
くく、「人生の予測」が難しい

● 人口は1億人未満まで減少
● 平均寿命はさらに伸長
● 65歳以上のお年寄りが４割以上
●  少子化はさらに進行し、出生数は年
50万人未満、15歳未満の子どもは
9％まで減少

●  一人暮らしの高齢者世帯がますます
増加

●  生涯未婚者は男30％・女23％に増
加

●  労働力人口の減少が不可避。女性や
高齢者など誰もが意欲と能力に応じ
て働ける社会づくりが必要

●  グローバル化、サービス化、IT 化な
どで働き方が一層変化。若年層の雇
用安定が課題

●  「人生の予測」が難しくなったことに
伴い、老後への不安も高まる

★職業によって制度が分立しているため、制度間格差や移動手続きが面倒といった問題が発生
★国民年金の未納・未加入問題は深刻で、老後の低年金・無年金につながるおそれ

⬇
現行制度を存続することは困難であり、新たな年金制度を創設することが必要
社会保障・税に関わる番号制度や、様々な分野の制度との整合性を図りながら、新年金制度を創設

過去（1970年頃）過去（1970年頃）過去（1970年頃）過去（1970年頃）過去（1970年頃）過去（1970年頃）過去（1970年頃）過去（1970年頃） 現　現 在現 在現　　在現　 在現 在現 在 未来（2050年頃）未来（2050年頃）未来（2050年頃）未来（2050年頃）未来（2050年頃）未来（2050年頃）未来（2050年頃）未来（2050年頃）

全国民が同じ一つの年金制度に加入すること。①年金一元化の原則

最低限の年金額の保障があること。②最低保障の原則

③負担と給付の明確化の原則

④持続可能の原則

⑤「消えない年金」の原則

⑥未納・未加入ゼロの原則

⑦国民的議論の原則

負担と給付の関係が明確な仕組みにすること。

将来にわたって誰もが負担でき、安定的財源を確保するなど、持続可能
な制度とすること。

年金記録の確実な管理と加入者本人によるチェックができる体制とする
こと。

年金保険料の確実な徴収により、無年金者をなくすこと。

国民的な議論の下に制度設計を行うこと。
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被
扶
養
者
の
収
入
や
生
計
状
況
に
変
化

が
生
じ
た
場
合
等
で
、
継
続
認
定
の
可
否

に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
所
属
所
の
共
済
事
務
担
当
課（
係
）ま

た
は
共
済
組
合
総
務
係（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
９

‐
９
４
５
‐
６
３
１
５
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※ 

認
定
要
件
は「
共
済
だ
よ
り
石
鎚
７
月

号
」（
Vol.
２
５
９
）10
、
11
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
何
か
月
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
扶
養
認
定
を
取
り
消
す
事

例
が
多
数
見
つ
か
り
、
な
か
に
は
多
額
の
医
療
費
の
返
還
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
取
消

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
次
の
よ
う
な
事
例
に
該
当
し
た
場
合
な

ど
、
被
扶
養
者
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
取
消
手
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
に
実
施
し
ま
し
た
被
扶
養
者
の
資
格
調
査
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

　

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
、
収

入
額
に
関
係
な
く
被
扶
養
者
の
資
格
を
失
い

ま
す
。
特
に
学
校
を
卒
業
し
就
職
さ
れ
た
子

ど
も
さ
ん
の
取
消
手
続
も
れ
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
手
続
は
速
や
か
に
お
願
い
し

ま
す
。

　　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
収
入

が
あ
る
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
で
認
定
取
消
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
被
扶
養
者
の
収
入
状
況
を
常
に

確
認
し
、
認
定
基
準
額
を
超
え
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
取
消
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
が
認
定
基
準
額
を
下
回
っ
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
雇
用
先
に
お
い
て

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
健
康
保
険
制
度
の
二
重
加
入
と
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

前
年
は
短
時
間
の
パ
ー
ト
勤
務
で
あ
っ

た
が
、
勤
務
形
態
の
変
更
に
よ
り
所
得

が
認
定
基
準
額
を
超
え
て
い
た
。

○ 

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収
入
が
認
定
基
準

額
を
超
え
て
い
た
。

※ 

給
与
収
入
と
は
、
給
料
・
ボ
ー
ナ
ス
・

諸
手
当
・
雇
用
保
険
等
の
給
与
所
得
控

除
前
の
総
収
入
額
を
い
い
ま
す
。

被
扶
養
者
の
資
格
調
査
を
終
え
て

被
扶
養
者
が
就
職
し
た
場
合
は

認
定
取
消
の
手
続
を

就
　
職

所
得
が
認
定
基
準
額
で
あ
る
年

額
１
３
０
万
円（
６０
歳
以
上
で

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
１
８
０
万
円
）を
超
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
認

定
取
消
の
手
続
を

所
得
の
増
加

平成
22
年度

給
与
収
入

例
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豆知識

　

農
業
、
商
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
事
業

か
ら
生
じ
る
収
入
や
土
地
、
家
屋
等
の
賃
貸

に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
収
入

額
か
ら
、
共
済
組
合
が
認
め
る
必
要
経
費
を

控
除
し
た
額
が
、
該
当
者
の
事
業
及
び
不
動

産
所
得
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
法
上
は
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら

れ
る
経
費
で
あ
っ
て
も
、
被
扶
養
者
の
認
定

に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
な
ど
は

特
に
注
意
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

父
母
の
扶
養
認
定
に
つ
い
て
は
、
夫

婦
相
互
扶
助
義
務
の
観
点
か
ら
、
双
方

の
収
入
を
合
算
し
て
判
断
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
母
親
の
収
入

に
変
動
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
父

親
の
収
入
が
増
加
し
、
双
方
の
収
入
を

合
算
し
た
と
き
、
そ
の
収
入
に
よ
り
父

母
が
社
会
通
念
上
、
生
活
維
持
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
収
入
額
に
変

動
が
な
い
母
親
に
つ
い
て
も
認
定
取
消

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

年
間
収
入
と
は
??

　　

扶
養
認
定
に
お
け
る
年
間
収
入
と

は
、
年
度（
４
月
〜
翌
年
３
月
）や
暦
年

（
１
月
〜
12
月
）と
い
っ
た
期
間
で
考
え

る
の
で
は
な
く
、
認
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
の
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て

恒
常
的
に
取
得
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

年
間
の
収
入
の
総
額
を
い
い
ま
す
。

　

受
給
年
金
額
の
増
加
に
よ
り
扶
養
認
定
を

取
り
消
す
場
合
の
取
消
日
は
、
年
金
の
裁
定

通
知
日
若
し
く
は
年
金
額
改
定
通
知
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
認
定
基
準
額
を
超
え
る

ケ
ー
ス
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
の
で
、
年
金
額
の
改
定
、
老
齢
基
礎
年

金
や
遺
族
年
金
の
受
給
開
始
な
ど
被
扶
養
者

の
年
金
額
の
変
動
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

65
歳
に
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
認
定
基
準

額
を
超
え
て
い
た
。

○ 

配
偶
者
が
亡
く
な
り
、
遺
族
年
金
を
受

給
し
て
い
た
。

※ 

所
得
税
法
上
非
課
税
扱
い
と
さ
れ
て
い

る
遺
族
年
金
、障
害
年
金
を
含
み
ま
す
。

　

事
業
収
入

年
金
収
入

例

【必要経費として認められるもの】
売上原価（仕入れ等）・給料・賃金・修繕費・消耗品費・
地代家賃・その他特に組合が必要と認めた経費

【必要経費として認められないもの】
減価償却費・貸倒金・借入金利息・租税公課・損害
保険料・旅費・交通費・通信費・接待交際費・福利
厚生費・広告宣伝費・運搬費・その他

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

父
母
の
収
入
額
に
つ
い
て

　

扶
養
認
定
要
件
の
同
居
と
は「
生
計（
住
ま

い
、
食
費
、
家
計
等
）を
同
一
に
し
て
い
る
」

場
合
を
い
い
ま
す
。
二
世
帯
住
宅
や
同
じ
敷

地
内
の
別
棟
で
生
活
を
し
、
生
計
が
分
か
れ

て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
別
居
と
み
な

し
ま
す
。

　

な
お
、
同
居
を
要
件
と
し
て
い
な
い
父
母

に
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ローンで自動車・バイク・電気製品等のご購入をお考えの方に

便利でお得な普通貸付・物資供給事業をご利用ください
　共済組合の普通貸付（貸付事業）、物資供給事業は、低利で貸付けを受けることができ、給与天引きにより
返済していただく制度です。一部・全部繰上償還（手数料不要）も可能で、物資供給事業では償還期間を柔軟
に設定することができますので、利息の節約にもなります。また、２つの制度を組み合わせて利用すること
もできます。是非ご検討ください。

　住宅貸付・災害貸付・在宅介護対応住宅貸付（以下「住宅貸付等」という。）を利用して、マイホ－ムを購入、新築、
増改築等されたときには、一定の要件に該当すれば、税法上の住宅借入金等特別控除を受けることができます。共済
組合では該当の住宅貸付等に係る「年末残高等証明書」（平成22年12月31日現在）を次のとおり発行しますのでお知
らせします。
　なお、住宅借入金等特別控除の詳細につきましては、最寄りの税務署へお問い合わせください。

 ◆ 交付の申請手続など 
　交付の申請手続は不要です。しかし、上記の証明書発行日以後に工事完了報告がされた場合で控除の対象となる方
は、交付申請書を提出していただくことになります。
　また、一部繰上償還により、貸付からの償還期間が10年未満になった場合や住宅貸付等の完了報告が済んでいない
貸付については、証明書は発行されません。

●●● 普通貸付 ●●● ●●● 物資供給事業 ●●●

詳細等につきましては、共済組合ホームページにも掲載しています。
お申込みは所属所の共済事務担当課（係）までお願いします。

住宅取得資金に係る借入金の『年末残高等証明書』の発行について

 ◆ 年末残高等証明書を発行する貸付 
　平成11年1月から平成22年12月までに住宅貸付等を借り受け、貸付からの借入金の償還期間が10年以上ある貸付に
ついて、次のとおり年末残高等証明書（以下「証明書」という。）を発行します。
①平成11年1月から平成21年12月までに住宅貸付等を借り受け、入居した者（年末調整用）
　…平成22年11月上旬に所属所経由で送付予定
②平成22年1月から平成22年12月までに住宅貸付等を借り受け、入居した者（確定申告用）
　…平成23年1月下旬に所属所経由で送付予定
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　　利　率　　 （変動利率・10月1日現在）　
　年利2.72％（債権保全に係る負担金を含む。）
　貸付限度額　
　給与月額×６月（上限200万円）
　償還回数　 （元利均等償還）
　貸付額により固定（最長120回）
　100万円以上のとき賞与併用償還選択可
　 そ の 他 　
　貸付金は組合員に送金し、組合員が支払う。
　 償 還 例 　

　　利　率　　 （変動利率・10月1日現在）
　年利2.90％
　利用（貸付）限度額　
　200万円
　償還回数　 （元利均等償還）
　毎月償還分は最長60回まで、賞与償還分は利用額の半分
　以内の金額を毎月償還分の返済期間内で、任意の回数を設
　定できる。
　 そ の 他 　
　契約業者（指定店）で利用できる。代金は共済組合が指定店
　に直接支払う。
　 償 還 例 　

貸付金額 通常償還の場合 賞与併用償還の場合

200万円 19,055円×120回
通 常 月 ：15,465円
賞 与 月 ：61,860円
償還回数 ：96回

150万円 15,674円×108回
通 常 月 ：13,083円
賞 与 月 ：52,332円
償還回数 ：84回

100万円 12,295円× 90回
通 常 月 ：10,042円
賞 与 月 ：40,168円
償還回数 ：72回

 50万円  8,922円× 60回 利用不可

利用金額 毎月償還分 賞与償還分（6・12月）
毎月200万円 35,848円×60回 ―

毎月100万円
賞与100万円 17,924円×60回 10月決定の場合

107,116円×10回

毎月100万円 17,924円×60回 ―

毎月 50万円
賞与 50万円  8,962円×60回 10月決定の場合 

53,558円×10回



～共済貯金をご利用いただきありがとうございます～

物資指定店 追加・変更のお知らせ

共済貯金の払い戻しの手続きは、お早めに！

　共済貯金は、世界的な金融・経済危機の影響により、運用収益が低下（債券の発行元が破綻する
などの元本の直接的な被害はありません。）し、平成21年4月1日から貯金利率を年利１．０％（税引後
０．８％）に引き下げましたが、依然として市中銀行の定期預金より高利回りの普通貯金となってお
ります。
　また、お預かりした資金は、国債 ･地方債等の債券を中心とした効率的で安全性の高い金融商品
で運用（株式は保有していません）し、なお不測の事態に備え欠損金補てん積立金を積み立てており、
平成21年度末の積立額は28億円を超えています。
　今後とも、給与からの積み立て・ボーナスの預け入れ先などにご利用ください。

共済貯金事業について

　10月20日頃に、所属所を経由してご加入の皆様にお送りしますので、お手元に届きましたら、内
容をご確認いただき、大切に保管してください。
　なお、今回は平成22年4月1日から9月30日までの期間に係る利息計算を行い、利息から源泉分離
課税分20％（国税15％、地方税５％）を控除して元金に加算しています。また、併せて「地方公務員
ダイアリー 2011」をお送りしますのでお受け取りください。

共済貯金現在残高通知書をお送りします
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区分 年　月　日
（変更は届出日） 指　定　店　名 所　　在　　地 電話番号 取扱商品

変　更
（店名・所在地） H22.8.7

アルスターオート㈱（Ehime BMW）

Ehime BMW BPS
（変更前）アプルーブドカーセンター

MINI Ehime

松山市井門町381

松山市井門町385-2
（変更前）余戸南3丁目10-30

松山市小坂4丁目1-19
（変更前）余戸南3丁目10-30

(089)905-0200

(089)905-0050
（変更前）974-8234

(089)945-3232
（変更前）974-3232

自動車

共済だより石鎚 vol.258（平成22年4月号）別冊「物資供給事業 契約業者（指定店）名簿」のうち次の箇所に誤りが
ありましたので訂正します。

記事の訂正（物資指定店）

該当ページ 契約業者（取扱店）名 訂正箇所 訂正前 訂正後

P5 ㈱オートスポーツ掛川 郵便番号 × 791-1121 ○ 791-8015

P6 ㈱オートエボリューション 住所（地番） × 水泥町161-4 ○ 水泥町161-1



鳥取県市町村職員共済組合宿泊施設からのお知らせ
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年中無休・24時間受付、インター 
ネットでも相談もできます。病気
の悩み、育児の不安、介護の知識、
福祉情報など健康について、保健
師・看護師を中心に有資格かつ経
験豊かな専門スタッフがご相談を
お受けします。

面接相談・インターネット相談も
できます。メンタルヘルスについ
てお悩みでしたら、ひとりで悩ま
ず、お気軽にご相談ください。
受付：月～金9:00～ 21:00
　　　土10:00～ 18:00
（日・祭・1月1日～3日年始休み）

えひめファミリー
健康相談

メンタルヘルス
カウンセリング

　共済組合では、組合員及び被扶養者の

皆さんの健康をサポートするため、電話

健康相談・メンタルヘルスカウンセリン

グを実施しています。

　特に、近年、精神疾患が原因で、休職

あるいは退職する人が増えており、本組

合においても、精神疾患による傷病手当

金の請求が増加傾向にあります。

　このため、今号では、皆さまのメンタ

ルケアの一助として、健康啓発リーフ

レット「ストレス解消のコツ」を併せて

お送りしておりますので、是非ご一読く

ださい。

お気軽に、ご利用ください！



　平成22年６月１日から当会館のホームページで宿泊予約のお申込みができるようになりました。
　インターネットをご利用できる環境であれば、時間を気にすることなく、いつでもどなたでもお申込みいただ
けますのでぜひご利用ください。

これで予約のお申込みができました。
あとは、入力されたお客様のメールアドレス宛てに［予約通知］のメールが自動配信されます。（この時点ではま
だ確定ではございません。）
その後、当会館からご予約の完了のメールをお送りいたしますので、その時点でご予約が完了です。

今後ともえひめ共済会館をご利用くださいますよう、よろしくお願いします。

ご利用方法

の から
の が

ホームページアドレス http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/

1

3 4
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2えひめ共済会館ホームページの「空室状況のご確認、インター
ネットからのご予約はこちらから」をクリック。

予約フォームに必要事項を入力後、ページ下の「確認」を
クリック。　

入力内容に間違いがなければ、「送信」をクリック。　

宿泊日とお部屋のタイプを選んで、○又は△をクリック。
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〈平成２２年８月末現在〉

◎所属所数̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 42
◎組合員数̶̶̶̶̶̶̶̶15,517人
　　　　男̶̶̶̶̶̶̶̶10,115人
　　　　女̶̶̶̶̶̶̶̶ 5,402人
◎平均給料月額（短期）̶ ̶ 319,060円
◎被扶養者数̶̶̶̶̶̶̶18,674人
　（含任継 ̶̶̶̶̶̶̶̶ 内271人）
◎任意継続組合員̶̶̶̶̶̶ 408人
◎年金受給者数̶̶̶̶̶̶15,538人

10
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
▲ ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
● ● ● ● ▲ × ▲ ▲ ● ● ▲ ● ● ● ● ●

11
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ●

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
● ● ● ● × ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

●余裕あり　▲あと僅か　×満室

宿泊予約状況  （9月22日現在）

えひめ共済会館からのお知らせ!!
えひめ共済会館ホームページから
宿泊予約ができるようになりました。

URL http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/
E-mail　e-kyosai-kaikan@dune.ocn.ne.jp

〒790-0003
松山市三番町5丁目13-1

TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322
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写真はとらふぐ鍋コース6,000円（税込）
（4名様より承ります。）

宿泊・会議のご予約もお待ちしております。

忘年会はお得な「忘・新年会プラン」を是非ご利用下さい。プププララララランンンンン」」」」」ををををを是是是是非

瓶ビール・日本酒・焼酎
酎ハイ・ソフトドリンク［　　　　］

飲み放題
コースも

ご用意いたして
おります。

1,500円（税込）
２時間お一人様

その他ご予算に合わせてご用意させていただきます。

写真は和洋卓料理3,000円（税込）

期 間
平成22年11月１日

～

平成23年１月31日

ネットで
簡単便利に♪




